
第４回北海道考学会賞・北海道考古学会奨励賞表彰式
５月１２日、北海道大学人文・社会科学総合教育研究棟Ｗ１０３教室にて、第４回北海道考古学会賞ならび

に北海道考古学会奨励賞の表彰式が行われました。
この賞の目的は、今日まで会を支えてこられた方々を顕彰し、またこれから会を支えてくださる方を

発掘することにあります。石川副会長を選考委員長とする選考委員会が複数回実施され、自薦他薦の応
募から北海道考古学会賞は野村崇人氏に、奨励賞は榊田朋広氏に贈呈されました。
授賞理由（要旨）は次の通りです。

学会賞 野村 崇 氏
【受賞理由】野村崇氏は、北海道長沼町生まれ。札幌西高等学校で郷土研究部入部が考古学の道に進む
契機となりました。明治大学で考古学を専攻、卒業後は道内高校教員を経て、北海道開拓記念館に勤務、
長年にわたって道内の遺跡の発掘調査と研究に従事されました。
野村氏の活動領域は北海道の縄文・続縄文・擦文・オホーツク・アイヌの各文化の遺跡の発掘調査に

とどまらず、北方地域のサハリン・千島・カムチャツカ・沿海地方の考古学調査に及んでいます。サハ
リンでは戦後最初の日本人として、発掘調査に参加されています。このような研究方法を通じて、野村
氏は北海道と北方地域の諸文化の関係の研究を推進し、若手研究者に刺激を与え、広く北海道考古学の
研究の発展に多大な貢献を果たされてきました。
１９８５（昭和６０）年に著書『北海道縄文時代終末期の研究』（みやま書房）を上梓して、縄文後期～晩期
の北海道の土器の諸相を解明されました。また著書『日本の古代遺跡：北海道Ⅰ・Ⅱ』（保育社、１９８８・
１９９７年）は平易な解説によって、北海道の広汎な遺跡が全国に周知されることに大きく貢献されました。
そのほか、北海道考古学のみならず、樺太考古学研究史・樺太庁博物館・サハリン考古学関係の多数の
著書・編書を刊行して、北海道とサハリンの考古学の学術交流・啓蒙・普及を推進されました。
野村氏は北海道考古学会創立当初からの会員として活躍し、１９８３～１９８７年には本会の委員長に就任、ま

た２００３～２００５年には会誌の編集委員長、２０１３年１０月挙行の本会創立５０周年記念事業特別委員長に各就任、
本会の発展と充実に尽力され、後進を育成されました。

奨励賞 榊田 朋広 氏
【受賞理由】榊田朋広氏は、札幌市埋蔵文化財センターにて文化財保護業務に携わる傍ら、東京大学に
て博士号を修得し、擦文文化の研究を精力的に進めています。主たる業績である擦文土器の型式編年研
究では、擦文土器・北大式土器・トビニタイ式土器の編年を本州やサハリンの土器編年と対比させて広
域編年を確立するとともに、土器の型式交渉から北東アジア北方史における地域間交流の実態を明らか
にすることに努めています。
榊田氏の編年研究の特徴は出土資料を広域かつ網羅的に収集して定量的な分析を試みたことにあり、

広い視野と分析の緻密さを両立させた研究姿勢は高く評価されます。また、最近では研究対象を遺跡出
土炭化種実の分析等による穀物利用や、竪穴住居跡の分析による居住形態の研究などのテーマなどにも
積極的に広げており、古代北方史を多角的な視点から解明する試みとして、今後の研究が大いに期待さ
れます。
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２０１８年度 北海道考古学会第５５回総会報告
５月１２日１１時１０分より、北海道大学人文・社会科学総合教育研究棟Ｗ１０３教室にて、本年度の定期総会

が開催されました。会員数３３１名に対し、本人出席４９名、委任状出席１１１名、合計１６０名で、総会成立要件
である会員数の５分の１以上の出席を得たため、総会は成立しました。議長には第４地区の宮本雅通会
員を選出し、下記の議案について審議されました。この結果、下記の通り原案通り承認されましたので、
ご報告いたします。

１号議案 ２０１７年度会務報告
（１）事業報告
ア 第５４回定期総会・研究大会
期 日：２０１７年５月１３日（土）
場 所：北海道大学 学術交流会館
総 会：２０１６年度会務報告，２０１７年度会務計画案
研究大会：テーマ「歴史・民族・言語研究と北海道考古学」
参 加 者：１１７名

イ 運営委員会
回数 開催日 主たる議題
第１回 ４月２２日 研究大会・総会など
第２回 ６月１０日 運営委員業務担当など
第３回 ７月２２日 遺跡調査報告会・自然と研究大会など
第４回 ９月２３日 遺跡報告会・研究大会・だよりなど
第５回 １０月２１日 遺跡報告会・研究大会・だよりなど
第６回 １１月１８日 遺跡報告会・研究大会・学会賞など
第７回 １月２７日 研究大会・学会賞・会誌・だよりなど
第８回 ２月１７日 学会賞・研究大会・総会準備など
第９回 ３月１７日 学会賞・研究大会・総会準備など

ウ 月例研究会
第１回：９月２３日（北海道大学人文・社会科学総合教育研究棟Ｗ１０２教室）：６名
①石井淳平（厚沢部町教育委員会）「オープンソースＧＩＳソフトウェアを用いた遺跡立地予
測地図の作成」

第２回：１１月１８日（北海道大学人文・社会科学総合教育研究棟Ｗ１０２教室）：１１名
①榊田朋広（札幌市埋蔵文化財センター）「擦文文化期の炭化種実組成を考える－札幌市の遺
跡出土資料を中心に－」

第３回：１月２７日（北海道大学人文・社会科学総合教育研究棟Ｗ１０２教室）：９名
①守屋豊人（北海道大学埋蔵文化財調査センター）「擦文文化竪穴住居址の検討－札幌市の遺
跡を中心として－」

第４回：２月２４日 （北海道大学 学術交流会館）研究成果報告会「有珠の遺跡から紐解く１７世紀
のアイヌ民族の暮らしと古環境」と共催：１３２名
①永谷幸人 （北海道教育委員会）「１７世紀の蝦夷地と有珠のアイヌ民族の暮らし」
②宮地鼓（国立アイヌ民族博物館設立準備室）「貝塚出土二枚貝類の成長線から復元された古
環境」

③杉山真二（古環境研究センター）「植物珪酸体分析による古環境の推定」
④小林孝二（北海道博物館）「建築学的視点から見えてくる有珠チセ（住居）の特徴」
⑤パネルディスカッション

エ 遺跡見学会 休 止
オ 遺跡調査報告会
期 日：２０１７年１２月９日（土）
場 所：北海道大学学術交流会館 小講堂
内 容：道内遺跡の発掘調査の紹介・質疑
参 加 者：１３３名

カ 連絡紙『北海道考古学会だより』の発行
１１８号：２０１７年９月２５日発行
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項 目 費 目 予算額（Ａ） 決算額（Ｂ） 増 ▲減 備 考

会 費 会 費 １，６００，０００ １，４７０，０００ ▲１３０，０００
２０１８年度会費…５，０００円×１９１件
滞納会費…５，０００円×８３件
２０１８年度以降会費…５，０００円×２０件

事 業 収 入

研究大会収入 １００，０００ ６３，０００ ▲３７，０００ 研究大会資料集販売１０５部×６００円
遺跡見学会収入 － － － 事業休止のため予算なし

遺跡調査報告会収入 １００，０００ １０２，０００ ２，０００ 遺跡調査報告会資料集販売１０２部×１，０００円
会誌等販売収入 ７８，０００ ８９，０４４ １１，０４４ 会誌・資料集販売
小 計 ２７８，０００ ２５４，０４４ ▲２３，９５６

広告料収入 ０ ０ ０
雑 入 ４７８ ６，０００ ５，５２２ 利息、懇親会寸志
繰 越 金 ７７１，５２２ ７７１，５２２ ０
基金繰入金 特 別 収 入 ０ ０ ０
特 会 収 入 特別会計収入 ０ ０ ０
合 計 ２，６５０，０００ ２，５０１，５６６ ▲１４８，４３４

１１９号：２０１７年１１月１５日発行
１２０号：２０１８年３月９日発行
キ 学会ホームページ
２０１８年３月まで（１２ヶ月間）更新回数：１２回

ク 会誌編集委員会の活動
会誌『北海道考古学』第５４輯の発行（２０１８年３月発行 ４００部）

ケ 特別委員会の活動

（２）２０１７年度収支決算報告
収 入

支 出
項 目 費 目 予算額（Ａ） 決算額（Ｂ） 残（▲超過）額 備 考

事 業 支 出

研究大会費 ４５０，０００ ２６９，２７１ １８０，７２９ 要旨印刷・講師費用弁償・会場使用料等
遺跡見学会費 － － － 事業休止のため予算なし
研 究 会 費 ６０，０００ ０ ０ 案内発送、研究会共催費、発表者交通費
遺跡調査報告会費 ４５０，０００ ２７７，３４０ １７２，６６０ 資料集印刷・発表者費用弁償・会場使用料等
会誌印刷費 ６５０，０００ ６９６，８１６ ▲４６，８１６ 第５４輯４００部／振込み手数料
だより印刷費 １７０，０００ １１８，９０８ ５１，０９２１１８号・１１９号・１２０号／振込み手数料
ホームページ費 １０，０００ ３，４０２ ６，５９８ プロバイダー契約料、更維持管理費／振込手数料
小 計 １，７９０，０００ １，３６５，７３７ ４２４，２６３

事 務 支 出

報償費（総会費） ５０，０００ ５０，０００ ０ 学会奨励賞
委 員 会 費 １５０，０００ ５５，８５０ ９４，１５０ 運営委員会・編集委員会出席用交通費
消 耗 品 費 ４０，０００ ３０，０７２ ９，９２８ 文房具代・コピー代・賞状・筒等
通 信 費 ２００，０００ １７５，２１５ ２４，７８５ 会誌・だより発送費・葉書切手代金等含む
賃 金 １００，０００ ４８，０００ ５２，０００ 会誌・だより等の発送・その他事務処理
小 計 ５４０，０００ ３５９，１３７ １８０，８６３

特 別 支 出 ２０，０００ ０ ２０，０００
基金積立金 ６０，０００ ６０，０００ ０
予 備 費 ２４０，０００ ０ ２４０，０００
合 計 ２，６５０，０００ １，７８４，８７４ ８６５，１２６

２０１７年度決算
項 目 費 目 予算額（Ａ） 決算額（Ｂ） 差引額（Ｂ－Ａ） 備 考

収 入 総 計 ２，６５０，０００ ２，５０１，５６６ ▲１４８，４３４
支 出 総 計 ２，６５０，０００ １，７８４，８７４ ▲８６５，１２６

決算額差引 収 入 総 計（Ｂ ）－ 支 出 総 計（Ｂ ）
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２０１７年度北海道考古学会基金会計
項 目 費 目 支出額 基金積立額 基金総額 備 考

基 金

名取氏寄付金 ４２０，０００ ４２０，０００
石川氏寄付金 ３２０，０００ ７４０，０００

佐藤氏斉藤氏寄付金 １００，０００ ８４０，０００

北構保男氏寄付金 ２０，０００ ８６０，０００ 平成１７年５月２９日１０，０００円送金平成１８年３月２２日１０，０００円入金
宮下正司氏寄付金 １０，０００ ８７０，０００ 平成２０年３月３１日１０，０００円入金
臨時積立金 ２００，０００ １，０７０，０００

５０周年記念研究大会積立金 ２５０，０００ １，３２０，０００２０１２年度積立
保存対策費積立金 １００，０００ １，４２０，０００２０１２年度積立（過年度支出分補填）
保存対策費積立金 １００，０００ １，５２０，０００２０１３年度積立（過年度支出分補填）
６０周年記念研究大会積立金 １８０，０００ １，７００，０００

合 計 １，７００，０００

過年度支出

南茅部町埋蔵文化財調
査団事務所被災支援金 ７７，０００ １，６２３，０００２００３年度支出

鷲の木５遺跡保存対策費 １６０，０００ １，４６３，０００２００３年度支出
鷲の木５遺跡保存対策費 ６０，０００ １，４０３，０００
４０周年記念研究大会費 ２４０，０００ １，１６３，０００２００３年度支出
５０周年記念研究大会費 ２５０，０００ ９１３，０００２０１３年度支出

合 計 ７８７，０００
基 金 残 高 ９１３，０００

（３）２０１７年度監査報告
北海道考古学会の２０１７年度会計の監査を実施した結果、適正に処理されていることを確認したの

で報告いたします。
２０１８年４月２５日 監査委員 工藤 義衛 �
２０１８年５月１日 監査委員 角田 隆志 �

２号議案 ２０１８年度会務計画
（１）事業計画案
ア 基本方針
①北海道考古学の発展のため、会誌の充実、大会・月例研究会・遺跡報告会・遺跡見学会などの
積極的な開催を図る。

②考古学研究を取り巻く環境が日々変化していく中で、諸課題に取り組むための「特別委員会」
を設置するなど、研究環境の変化に機動的に対処しうる体制をとる。

③だより・ホームページなどを通じて会の活動や研究成果を情報提供する。
④会費納入の呼びかけと適正な予算執行により、財務基盤の安定化を図る。

イ ２０１８年度事業計画
①研究大会
日 時：２０１８年５月１２日（土）１０～１７時
場 所：北海道大学 人文社会科学総合教育研究棟１階Ｗ１０３号室
テ ー マ：「北海道の縄文人の登場」
事例報告：川幡穂高・松村博文・北沢実・内田和典
討 論：司会 富永勝也

②遺跡見学会 休 止
③遺跡報告会
日 時：２０１８年１２月８日（土）
場 所：北海道大学学術交流会館 小講堂（予定）

④月例研究会
時 期：運営委員会開催日の１５時開始 ※発表者があった場合

⑤会誌「北海道考古学」第５５輯の発行
発 行：年１回
時 期：２０１９年３月 ３６０部発行
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⑥連絡誌「北海道考古学会だより」の発行
発 行：年３回（第１２１号、第１２２号、第１２３号）
時 期：（予定）２０１８年７月、１１月、２０１９年２月

⑦ホームページの管理運営

（２）２０１８年度予算案
収 入
項 目 費 目 ２０１８年度予算額（A）２０１７年度決算額（B） 増 ▲減 備 考
会 費 会 費 １，５００，０００ １，４７０，０００ ３０，０００５，０００円×３００件

事 業 収 入

研究大会収入 １５０，０００ ６３，０００ ８７，０００ 研究大会資料集販売 １００部×１，５００円
遺跡見学会収入 事業休止のため予算なし
遺跡調査報告会収入 １００，０００ １０２，０００ ▲２，０００ 遺跡調査報告会資料集販売 １００部×１，０００円
会誌等販売収入 ７３，０００ ８９，０４４ ▲１６，０４４ 会誌・資料集販売
小 計 ３２３，０００ ２５４，０４４ ６８，９５６

広告料収入 ０ ０ ０
雑 入 ３０８ ６，０００ ▲５，６９２ 利息
繰 越 金 ７１６，６９２ ７７１，５２２ ▲５４，８３０
基金繰入金 ０ ０ ０
特 会 収 入 ０ ０ ０
合 計 ２，５４０，０００ ２，５０１，５６６ ３８，４３４

支 出
項 目 費 目 ２０１８年度予算額（A）２０１７年度決算額（B） 増 ▲減 備 考

事 業 支 出

研究大会費 ４００，０００ ２６９，２７１ １３０，７２９ 要旨印刷・講師費用弁償・会場使用料等
遺跡見学会費 事業休止のため予算なし
研 究 会 費 ６０，０００ ０ ６０，０００ 案内発送、研究会共催費、発表者交通費
遺跡調査報告会費 ４００，０００ ２７７，３４０ １２２，６６０ 資料集印刷・発表者費用弁償・会場使用料等
会誌印刷費 ６６５，０００ ６９６，８１６ ▲３１，８１６ 第５５輯 ３６０部／振込み手数料
だより印刷費 １７０，０００ １１８，９０８ ５１，０９２１２１号・１２２号・１２３号／振込み手数料
ホームページ費 ５，０００ ３，４０２ １，５９８ プロバイダー料、維持管理費／振込み手数料
小 計 １，７００，０００ １，３６５，７３７ ３３４，２６３

事 務 支 出

報償費（総会費） ５０，０００ ５０，０００ ０ 学会奨励賞
委 員 会 費 １００，０００ ５５，８５０ ４４，１５０ 運営委員会・編集委員会出席用交通費
消 耗 品 費 ５０，０００ ３０，０７２ １９，９２８ 文房具代・コピー代・賞状・筒
通 信 費 ２００，０００ １６６，３５１ ３３，６４９ 会誌・だより発送費・葉書切手代金等含む
賃 金 ６０，０００ ４８，０００ １２，０００ 会誌・だより等の発送・その他事務処理
小 計 ４６０，０００ ３５０，２７３ １０９，７２７

基金積立金 ６０，０００ ６０，０００ ０６０周年用積立金
予 備 費 ３２０，０００ ０ ３２０，０００
合 計 ２，５４０，０００ １，７７６，０１０ ７６３，９９０
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２０１８年北海道考古学会基金会計
項 目 費 目 支出額 基金積立額 基金総額 備 考

基 金

名取氏寄付金 ４２０，０００ ４２０，０００
石川氏寄付金 ３２０，０００ ７４０，０００

佐藤氏斉藤氏寄付金 １００，０００ ８４０，０００

北構保男氏寄付金 ２０，０００ ８６０，０００ 平成１７年５月２９日１０，０００円送金平成１８年３月２２日１０，０００円入金
宮下正司氏寄付金 １０，０００ ８７０，０００ 平成２０年３月３１日１０，０００円入金
臨時積立金 ２００，０００ １，０７０，０００

５０周年記念研究大会積立金 ２５０，０００ １，３２０，０００２０１２年度積立
保存対策費積立金 １００，０００ １，４２０，０００２０１２年度積立（過年度支出分補填）
保存対策費積立金 １００，０００ １，５２０，０００２０１３年度積立（過年度支出分補填）
６０周年記念研究大会積立金 ２４０，０００ １，７６０，０００２０１５年度積立開始（年６０，０００円）

合 計 １，７６０，０００

過年度支出

南茅部町埋蔵文化財調
査団事務所被災支援金 ７７，０００ １，６８３，０００２００３年度支出

鷲の木５遺跡保存対策費 １６０，０００ １，５２３，０００２００３年度支出
鷲の木５遺跡保存対策費 ６０，０００ １，４６３，０００
４０周年記念研究大会費 ２４０，０００ １，２２３，０００２００３年度支出
５０周年記念研究大会費 ２５０，０００ ９７３，０００２０１３年１０月支出

合 計 ７８７，０００
基 金 残 高 ９７３，０００

２０１８年度 研究大会報告「北海道の縄文人の登場」
２０１８年度研究大会は、５月１２日（土）に北海道大学人文・社会科学総合教育研究棟Ｗ１０３号室で開催され、
参加者は会員７０名、一般参加者５０名、合計１２０名であった。
縄文時代・縄文文化は公開講座や展示会、観光など様々な場面で幅広く関心を集めている。北海道で

も近年、縄文遺跡群の世界文化遺産登録を目指す活動や、先住民族であるアイヌと、入植者である和人
との共通祖先が縄文人であったと考えられるなど、話題に上る機会が増えている。
このような状況を受けて、本大会は「北海道の縄文人の登場」と題し、気候変動、ホモ・サピエンス

の東アジアへの拡散、北海道の旧石器から縄文早期までの環境変化への適応、東北アジアの土器出現期
を扱った内容を企画した。川幡穂高氏には古環境学の視点から、気候変動と人間社会の変化との関係に
ついて講演をお願いした。松村博文氏には自然人類学の視点から、アジアの古人骨の研究と縄文人の生
物的なルーツについて講演をお願いした。あわせて、北沢実氏に、北海道の旧石器時代の最古段階から
縄文早期までの考古遺跡の年代と環境変化について、内田和典氏に、ロシア極東と中国東北部の土器出
現期の年代と古環境について、それぞれお話しいただいた。
まず川幡氏からは、夏季気温を示すアルケノン水温の分析に基づき、歴史上の変革期が寒冷化と対応

する多くの事例が紹介された。縄文では、約１６，０００年前に日本列島が最も寒冷化した時に世界最古級の
石鏃と土器の出現、約４，２００年前に生じた２℃の寒冷化と三内丸山遺跡の崩壊、約３，０００～２，５００年前に生
じた３℃の寒冷化と大陸から西南日本への水稲栽培者の移住（弥生時代の開始）について述べられた。
続いて松村氏からは、東アジア最初のホモ・サピエンスはニューギニアやアンダマンの人々と同系で、

温暖な約９，０００～６，０００年前までのアジアには現在とは異なる人々が分布していたと述べられた。現在みら
れる「平たい顔」の人々の広範な分布は比較的新しく、約４，０００年前の寒冷化を受けた稲作農耕の拡散と
北東アジア集団の大移動よりも後であるという。縄文人は、頭骨計測データ解析ではスンダ・サフール
系に分類され、東南アジアのホアビン文化の人々に近いことが示された。
北沢氏は、考古資料の通時的な変化を、放射性炭素年代を用いて気温と古植生の変化曲線の中に位置

づけた。約３０，０００年前の小温暖期に本州日本海側の石器群と似た小形不定形剥片（台形様）石器群が、
約２７，０００～２５，０００年前の寒冷期に北方を示唆する石刃石器群と顔料が出現し、細石刃石器群の盛行や有舌
尖頭器・石斧の出現を経て、約１４，０００年前の小温暖期に土器と石鏃が、約１０，０００年前（完新世初頭）の温
暖期に多くの竪穴住居からなる大規模集落が出現すると整理された。
内田氏は、ロシア極東アムール下流域のオシポフカ文化の石器群と土器群の特徴と、主な年代が約１３，０００
年前に集中することを解説され、後続する完新世初頭の文化がアムール河口域まで広がった背景に温暖
化を受けた落葉広葉樹林の北上を想定された。またアムール西部地域（中流域）や中国東北部の、土器
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の出現年代がオシポフカ文化に近い文化や遺跡の事例についても紹介された。
完新世初頭の温暖期と、北海道における縄文早期の大規模集落の出現が対応し、その担い手集団のルー

ツは東南アジア方面に求められる可能性について認識が深まった。一方で、先行する北東アジア各地に
おける土器出現期や、細石刃石器群を担った人々の身体的特徴は不明であるなど、今後の解明が待たれ
る部分も明らかになった大会となった。

北海道考古学会賞・北海道考古学会奨励賞の募集について
北海道考古学会規則第５号にもとづき、下記の要領で北海道考古学会賞・北海道考古学会奨励賞の候

補者を募集します。
１．北海道考古学会賞
趣旨：北海道およびその周辺地域の考古学（関連学問分野をふくむ）の研究、もしくは北海道考古学会
の発展に大きく貢献した会員または団体の功績を称える。

候補者の要件：北海道およびその周辺地域の考古学（関連学問分野をふくむ）の研究、もしくは北海道
考古学会の発展に大きく貢献した会員または団体（所属会員の有無を問わない）。

２．北海道考古学会奨励賞
趣旨：北海道およびその周辺地域の考古学（関連学問分野をふくむ）の研究に大きく貢献した若手研究
者の研究活動を奨励する。

候補者の要件：北海道およびその周辺地域の考古学（関連学問分野をふくむ）において優れた研究を行
い、将来の発展に貢献すると期待される満４０歳未満（受賞年の４月１日現在）の会員。

３．応募・選考方法（北海道考古学会賞・同奨励賞とも）
（１）自薦および他薦とする。
（２）締切 ２０１９年１月３０日（必着）。
（３）所定の応募用紙を学会ホームページからダウンロードし、学会事務局あてに郵送もしくは電子メー
ルで送付する。
【送付先】北海道考古学会事務局

〒０５９―００１４ 登別市富士町７丁目３３―１ 登別市教育委員会 社会教育グループ気付
【電子メールアドレス】hokkaidokoukogakkai@yahoo.co.jp

（４）北海道考古学会賞選考委員会（副会長、運営委員２名、一般会員２名から構成）が、応募書類を
もとに各賞の趣旨に沿って業績を総合的に判断して選考する。

４．その他
（１）北海道考古学会奨励賞受賞者に授与される研究奨励費は５万円とする。
（２）受賞式出席にともなう交通費は支給しない。
（３）応募書類は返却しない。
（４）個人情報は、各賞の選考以外の目的で使用しない。
＊学会賞の規則については「だより」１０９号およびホームページを参照ください。

月例研究会について
月例研究会を下記の通り開催します。一般の方の参加も可能です。奮ってご参加下さい。
日 時：１１月１０日（土）１３：００～１７：００
会 場：札幌学院大学（江別市文京台１１番地） Ｂ１０１教室
テーマ：「文化遺産と地域振興」
※札幌学院大学総合研究所シンポジウムとの共催です。
※内容などの詳細は、決定次第、ホームページでお知らせいたします。
※会員の皆様で、月例会での研究発表を希望する方は北海道考古学会事務局
（hokkaidokoukogakkai@yahoo.co.jp）までご一報ください。

事 務 連 絡
新入会員のお知らせ
稲垣森太（奥尻町） 山田貴博（江別市） ＊敬称略
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会誌「北海道考古学」第５５輯の投稿について
『北海道考古学』第５５輯（２０１９年３月刊行）は特集を組まず、一般号を予定しています。皆様からのご
投稿をお待ちしております。
原稿の締め切り日は下記のとおりですが、投稿を希望する方は、編集の都合上、１０月２６日（金）までに

会誌編集委員会事務局まで電子メールによる連絡をお願いいたします。
学会ホームページまたは『北海道考古学』第５３輯（２０１７年３月発行）に掲載されている原稿の分量・

体裁等を厳守の上、ご投稿ください。

投稿希望連絡先 hokkaido.kokogaku@gmail.com
原稿締め切り日 ２０１８年１２月９日（月）（必着）
原稿送付先 投稿希望をいただいた方に個別にご連絡差し上げます。

刊行物の販売について
会誌『北海道考古学』、研究大会資料集、遺跡報告会資料集を販売しております。購入をご希望の方は、

北海道考古学事務局あてにお問い合わせください。
２０１８年度研究大会資料集「北海道の縄文人の登場」１，５００円（送料別）

会員名簿について
総会出欠票に記載されていた「名簿の訂正」の「名簿」は、学会運営（刊行物の送付等）用に作成し

ているものです。現在、学会では会員配布用の名簿は個人情報管理の観点から作成しておりません。

会費納入についてのお願い
会の運営には、会員の皆様のご協力が不可欠です。会費の年内納入にご協力いただきますようお願い

いたします。また、本年度を除く過去３年以上の会費が納入されていない会員には、北海道考古学会誌
を送付しておりません。会費納入を確認後、送付いたします。

郵便局口座番号：０２７７０―６―８３５８ 加入者名：北海道考古学会
年会費：（一般）５，０００円 （学生）３，５００円

北海道考古学会だより 第１２１号 ２０１８年７月１６日 発行

発行所 北海道考古学会（ホームページ：http://haa.main.jp/cms/）
事務局：〒０５９―００１４ 登別市富士町７丁目３３―１

登別市教育委員会 社会教育グループ気付 北海道考古学会事務局
TEL ：（０１４３）８８―１１２９
FAX ：（０１４３）８５―９７４４
E−mail：hokkaidokoukogakkai@yahoo.co.jp

印 刷 北海道図書企画 （０１１）６６８―１１３１
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